
 

 

報道関係各位 
2024 年 12 月 4 日 

聖学院中学校・高等学校 
 

 

 

 

 

 

 

 

リニューアルされたフューチャーセンターC（PC ルーム）発表ステージ（左）、CAVE スペース（右） 

 

聖学院中学校・高等学校（東京都北区、校長：伊藤大輔）は、既存の PC ルームを新しい学習空間、フューチャ

ーセンターC（FC-C）とするリニューアルを行い、12 月初旬、リニューアル工事のすべてが完了しました。 

 

今回のリニューアルでは、デイビッド・ソーンバーグ氏の「Campfires in Cyberspace」（Starsong Publications, 

1999）等を参考にして、「WATERING HOLE（水飲み場）」、「CAVE（洞窟）」、「MOUNTAIN TOP（山の頂）」の 3

つの要素をコンセプトに取り入れました。MOUNTAIN TOP としてスポットライトの当たるフラットなステージスペー

スが設置され、じっくり一人で作業を行える CAVE スペースが用意されたところが、既存のフューチャーセンター

(FC)-A・B と違った特色となります。 

 

FC-C は既存の FC-A・B よりもさらに自由度の高い施設とし、授業での使用はもちろん、プロジェクト活動など課

外活動における放課後の利用を可能にします。 

 

また、FC-C リニューアルのコンセプトの一つには企業との連携があります。企業とのコラボレーションで、ワーク

ショップやイベントを頻繁に実施し、積極的に新しいことにチャレンジしていきます。 

新しいテクノロジーと創造性によって生徒たちの主体性とチャレンジを支援するため、FC-C は大きな力になると

期待しています。 

 

 

 

聖学院中高に最新の PC ルームが完成 

学習空間を常にアップデートし、企業と積極的に連携した 

チャレンジングなプログラムの実施を目標に 
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【DX ハイスクールに採択】 

聖学院高等学校は、文部科学省・令和６年度高等学校 DX 加速化推進事業「DX ハイスクール」に採択されていま

す。これは、情報や数学、文理横断的・探究的な学びなどを強化し、デジタル教育の拠点となる高校に指定されるもの

です。聖学院高校が掲げるグランドデザイン「デジタルを活用したものづくり教育」、「探究的な学びとそれを支える ICT

教育」とも合致するもので、今後はこれまで以上に様々な取り組みを通して、より充実した STEAM 教育を展開していき

ます。 

FC-C リニューアルの経緯については、こちらの note 記事もご覧ください。 

https://note.seig.ac.jp/n/n4406fdd381cf 

 

 

※学校法人聖学院はグローバル・コンパクトに署名・加入、SDGs をめざした活動を行っています。 

 

≪参考≫ 

 

学校法人聖学院 

創立 1903 年 

〒114-8574 東京都北区中里 3-12-2  

 

【教職員の概要（本務）】  

大学教員 85 人  

中高教員 106 人  

小学校教員 21 人  

幼稚園教員 15人  

教員計 227 人  

職員 116 人  

※ 教職員数は 2024 年 5月 1 日現在(大学院ならびに総合研究所教員は大学教員の内数） 

  

【聖学院各校情報】  

所在地 学校法人聖学院  

〒114-8574 東京都北区中里 3-12-2  

 

聖学院大学・聖学院大学大学院 学生数：1,839 人  

〒362-8585 埼玉県上尾市戸崎 1-1  

 

聖学院中学校・高等学校 生徒数：983 人  

〒114-8502 東京都北区中里 3-12-1  

 

女子聖学院中学校・高等学校 生徒数：640 人  

〒114-8574 東京都北区中里 3-12-2  

 

聖学院小学校 児童数：421 人  

〒114-8574 東京都北区中里 3-13-1  

 

聖学院幼稚園 児童数：98人  

〒114-8574 東京都北区中里 3-13-2  

 

聖学院みどり幼稚園 児童数：86人  

〒331-0045 埼玉県さいたま市西区内野本郷 820  

※学生・生徒・児童数は 2024 年 5月 1 日現在 

https://note.seig.ac.jp/n/n4406fdd381cf

